
 

 

 

 

 

  

今回は、製作などでよく使われる絵の具遊びを紹介します！ 

 絵の具遊びは、絵の具の感触や色の変化を楽しんだり、自

分が作りたいものを表現したりできる遊びです。年齢問わ

ず、手や筆だけでなく、野菜や綿棒など身近なものも使えて

遊びの幅も広く、個性も出るため、壁に子どもたちの作った

作品を飾ると一枚一枚じっくり見てみたくなりますよね♡ 

ほかにもごっこ遊びのおもちゃ作りにも使います！「これ

つくりたい」「こういうのみた！」というのをそれぞれの 

イメージでおもちゃを作り、遊びでも楽しむことができて子

どもたちの世界観が広がる素敵な遊びになります♬ 

５歳児クラスになると自分で後片付けもできるように

なってきます！ 

片付けは基本的な生活習慣を身に付け、自立心や社会

性を育むことにもつながります。自分が使ったものを綺

麗にすることで達成感や自分でできたという自信につな

がっていきます。また、こうした活動は共同のものを使っ

ているという自覚に繋がり、おもちゃや道具を大切にし

ようという気持ちも生まれます♡ 

絵の具遊びのほかにも・・・ 

水性ペンで絵をかいてそれを霧吹きで濡らす

というのも子どもたちにとって楽しい活動の

一つになっています。色が広がる様子や混ざ

る様子に感動をしている姿が見られます🎶 



 

みんな真剣にカブトムシ

を観察しています👀 

最初は怖がっていた子も 

その珍しさに興味をもち、 

チョンッと指先で触れる姿も 

ありました。 

オスの 
へらくれすぜぷろん くん 
 
メスの 

ぷりん ちゃん 
がいます♡ 


